
■
【

・
―

作

３
月
・０
日
、
高
森
町
が
平
成
１６
年
度
新
入
学
児
童
５９
人
に
ラ
ン
ド
セ

ル
を
贈
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
少
子
化
対
策
の

一
環
と
し
て
、
今
年
初
め
て
実
施
し
た
も
の

で
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、
藤
本
町
長
か
ら

新
入
学
児
童

一
人
ひ
と
り
に
ラ
ン
ド
セ
ル
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
藤
本

町
長
が

「お
め
で
と
う
」
と
声
を
掛
け
る
と
、
新
入
学
児
童
は
嬉
し
そ

う
に
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
に
新
入
学
児
童
全
員
で

「今

日
は
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
切

に
使
い
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

新一年生に

ラントセノLの
プLゼント
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6年間大事に使ってくださいね 手紙を書いてきた子どももいました
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国山
き
季
さ
紗

高森・横町 25歳

●お仕事

家でやっている花屋を

手伝っています。みな

さん来て下さい。

●趣味

ネットサーフィン。

●一番やりたいこと

何でも経験 して自分を

磨きたい。

●理想のタイプ

自分を持っている人。

私を理解してくれる人。

●
ちょっぴ り恥ずかしがり屋だけ

ど、歌とダンスが大好きな紗季

です。

父 山口 勝也さん
母    真紀さん

(高森・旭通)

 `_′  |し  ′

高森町の人口の動き
世帯数/2,662戸 (-2)
男 :3,671人 (-3)/女 :4,000人 (-2)
総 数/7,671人 (-5)
(平成16年 2月 29日現在)

ロロニロ_

暮
さも和らぎ、道端では菜の花の黄色と桜のピンク

が春を感じさせる季節になりました。
高森町マスコット

llO,536 +Frr6+ 4Esa,.n
高森中学校の卒業式では、式の最後に卒業生全員で『世界

にひとつだけの花』の合唱がありました。卒業にビッタリ

の歌で大変感動しました。 「ナンバーワンにならなくても

いい、特別なオンリーワンに」。それぞれが新しい道に進

むことになりますが、明るい将来に向かい、自分らしく一

生懸命頑張ってください。

発行/高森町役場 編集/企画財政課
〒869-1602熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
TEL0967-62-111l FAX0967-62-1174
印刷/(株)熊本新生社印刷
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森林資源保護・自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。
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蜃輻
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猾
予
・・刈
一

金
相
談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受

付
を
行
い
ま
す
。

轟
と
　
き
　
４
月
２３
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

日
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（中
会
議
室
）

ヽ
ツ
配
ご
と
相
談

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談

を
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

●

野
尻
地
区

ほ
と
　
き
　
４
月
・５
日

（木
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

国
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

草
部
地
区

圏
と
　
き
　
４
月
・６
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

％
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

祠
と
　
き
　
５
月
・１
日

（火
）

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

輻
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

囀
目

壇
ｇ

薗
襲

ョ
露

週

蒻
雲

ョ
爵

菫
褻

壺

３
艶

室
薔
達

〓
嶺

姜

蓬

覇
褒

選

遷
彎

TEL 67-0019

TE1 68-0111
TEL 67-0020

TE1 62-0216
TEL 62-0646

TEL 67-2333
TEL 68-0111

TEL 62-0378
T肌 62-3351

院

院

院

院

院

院

院

院

院

―

―

―

―

―

―

―

―

壼
へ
一

一生

　

　

　

靱

医
病
医
医
判
医
病
医
肝

ブ
句　
　
　
　
　
　
Ｚレ

藤
野
本

田
諮
村
野
崎
樫

後
立
藤
平
馬
中
立
寺
削

日
日
日
日
日
日
日
日
日

4月 11

4月 18

4月 25
4月 29
5月 2
5月 3

5月 4

5月 5

5月 9

●

ペッタン、ペッタン。餅つきコーナー

山見茶屋の夜なべ暖義では、

高森にわかも披露されました

多くの参加者で盛り上がった味噌詰め放題

高森と言えばやっぱり田楽

■

口
　
日

□

0

３
月
・４
日
、
「新
酒
と
ふ
る
さ
と
の
味
ま
つ
り
」
を

締
め
く
く
る
ラ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト
が
高
森
駅
前
公
園
で

行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
４
０
０
０
人
が
訪
れ
、
新

酒
や
郷
土
料
理
、
伝
統
芸
能
を
満
喫
し
ま
し
た
。

こ
の
ま

つ
り
は
、
阿
蘇

の
火
ま

つ
り
事
業

の
１

つ
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で

１６
回
目
。
２
月
・４
日
の

「新
酒
列
車
」
で
ス
タ
ー
ト

し
、
１
カ
月
間
町
内
５
つ
の
会
場
で

「夜
な
べ
暖
義
」

を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

最
終
日
の
こ
の
日
は
、
正
午
の
開
始
と
同
時
に
観

光
協
会
の
会
員
や
個
人

・
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
の
た

く
さ
ん
の
出
店
に
長
蛇
の
列
が
で
き
、
場
内
は
大
賑

わ
い
。
訪
れ
た
お
客
さ
ん
は
、
新
酒
や
田
楽
、
阿
蘇

あ
か
牛
の
丸
焼
き
な
ど
を
堪
能
し
な
が
ら
、
ス
テ
ー

ジ
上
で
の

「風
鎮
太
鼓
」
、
「味
噌
詰
め
放
題
」
、
「高

森
に
わ
か
」
等
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

●

飲
ん
で
、
食
べ
て
大
満
足
の
来
場
者

力b▲

イ
「

●

2蝶藉隕卜院をL ttЮ楡康をお届 |ま しま●.

◎ 4月のテーマ  輻月/思春期のうつ病
輻火/中年期のうつ病
鰈水/老年期のうつ病
睾木/糖尿病と抜歯
髯金/夜、眠れない万ヘ
霰± 0日/性教育シリーズ

美味しそうに
ナたヤマメ

24絆鶴_   メ

‐1, TAKAMORI TOWN-200404

おくやみもうしあげます
2004年 2月 受付分 (敬称略 )

(住 所 )

菅山・水迫

高森。村山

高森。上在

中。中村

尾下。下山

高森。上町

高森。上在

高森。天神

高森。冬野

高森。村山

(死亡者 )

冨永マサト

田上 美子
中川 鐵雄
甲斐 昌次
甲斐トリエ

吉良多代子

木崎 セツ
仲摩巳農夫

岩下マツエ

村嶋カナエ

(御遺族 )

冨永  譲
田上  殖
中川 昭子
甲斐 和子
甲斐 定國
吉良 嘉人
木崎美代子

仲摩ユキエ

岩下 武義
村嶋‐  久昭

D

作齢)

89
81
64
76
80
87
81
87
100

93

ありがとうございました
(敬称田各)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>岩下武義 村嶋久昭
田上殖 栗焼ケサユ 岩下石男
<一般寄付>戸高秋男
■図書寄付
村嶋イキ子

■広報送料寄付
甲斐倣 (茨城県水戸市)

古後富久代 (福岡県中間市)
二子石哲夫 (福岡県福岡市)

田上一生 (福岡県北九州市)

白石健一 (大分県直入郡荻町)

善 責 の 灯

楽К I買誕朝記|し1自僣んか?
毎週火曜日、午後 8時から高森中学校体育館で
ミニバレーを行つています。ミニバレーをやつて

みたいと思う人、運動不足を感じている人、どな

たでも結構ですので、お気軽にお越しください。

●連絡先 竹本美智代 TEL 62-3226

C=⊃
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診療は午前9時から午後5時まで
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[役場の支払日]

時間 :午前 9時から午後 3時まで
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穐『●子ども英語劇

●草部南部小学校

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
の
方
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
民
間
の
賃

貸
住
宅
が
あ
り
ま
す

☆
高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅

。家
賃
補
助
が
あ
り
ま
す
。

ｏバ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
で
す
。

☆
高
齢
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅

・高
齢
者
の
方
の
入
居
を
拒
み

ま
せ
ん
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
土
木
部
住
宅
課

■
０
９
６
‐
３
８
３
‐
１
１
１
１

（内
線
６
２
４
５
）

労
働
保
険
年
度
更
新
に

つ
い
て

熊
本
労
働
局
で
は
、
年
度
更
新

に
必
要
な
書
類
を
４
月
１
日
ま
で

に
事
業
主
の
方

へ
送
付
す
る
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
５
月

６
日
か
ら
５
月
２０
日
ま
で
に
県
内

各
地
で
集
合
受
付
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
「労
働
保
険
概
算
・確
定

保
険
料
申
告
書
」
を
作
成
の
う
え

集
合
受
付
会
場
で
申
告
さ
れ
る
方

法
の
他
、
熊
本
労
働
局
労
働
保
険

徴
収
室
か
最
寄
の
労
働
基
準
監
督

署
、
も
し
く
は
金
融
機
関
か
郵
便

局

へ
の
申
告
。納
付
も
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

年
度
更
新
手
続
き
を
怠
り
ま
す

と
、
「国
」
で
保
険
料
を
決
定
す
る

ほ
か
、
追
徴
金
が
課
せ
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
期
限
内
の

申
告
・納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
労
働
保
険
（労
災
保
険
。

雇
用
保
険

の
総
称
）
は
、
農
林
水

産
業
の

一
部
を
除
い
て
、
一
人
で

も
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
場
合

は
、
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
制
度
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
、
労
働
保
険

へ
の
加
人
手

続
き
を
済
ま
さ
れ
て
な
い
事
業
主

の
方
は
、
最
寄
の
労
働
基
準
監
督

署
ま
た
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（公
共

職
業
安
定
所
）
に
ご
相
談
の
う
え
、

速
や
か
に
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

鰈
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

■
０
９
６
‐２
１
１
‐
１
７
０
２

職
業
紹
介
事
業
・労
働
者

派
遣
事
業
の
受
付
窓
口

が
変
わ
り
ま
す

熊
本
労
働
局
で
は
、
増
大
す
る

業
務
に
対
応
し
、
行
政
事
務
を
効

率
化
す
る
と
と
も
に
職
員
の
専
門

●

中

学
校

館

で
町

内

の
小

。
中
学
生

人
に
よ
る
英
語
劇

「ラ

イ
オ
ン
キ
ン
グ
」
の
公

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国

解
と
気
軽
に
話

会

話

の
普

及

る

も

内

の
先

生

指
導
助

手

ソ
ン
先
生

の
指
導

の

も
と
、
長
期
間
協
力

し
合

っ
て
ｔ

の
英
語

劇
を
作
り‐‐‐Ｉ
げ
て
き

ま
し
た
。

公
演
で
は
、
ス
ポ

ッ

ト

ラ
イ
ト
を
浴
び

た

子
ど
も
達

が
多

く

の

観
客

の
前

で
、

見
事

な
演
技

と
語
学

力

披

露
。

出
演

し

た

も
は

「
難
し
か

っ

き
て
楽

と
話
し
て

こ
れ
か
ら
の
勉
強
に

も
、

き

い
く

こ

っ
て

性
を
高
め
、
利
用
者

へ
の
迅
速
・適

切
な
対
応
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
１６
年
４
月
１
日
か
ら
「熊
本

労
働
局
需
給
調
整
事
業
室
」
を
設

置
し
、
以
下
の
業
務
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
今
ま
で
各
公
共
職

業
安
定
所
で
取
り
扱
っ
て
い
た
民

間
需
給
調
整
業
務
が
移
行
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
熊
本
県
内
の
全
事

業
所
に
係
る
職
業
紹
介
事
業
及
び

労
働
者
派
遣
事
業
等
の
許
可
・
届

出
申
請
等
の
受
付
は
、
「熊
本
労
働

局
需
給
調
整
事
業
室
」
で
行
う
こ

と
と
な
り
ま
す
。

◎
主
な
取
扱
業
務

○
職
業
紹
介
事
業
関
係

有
料
・無
料
職
業
紹
介
事
業
許

可
申
請
、
変
更
届
、
許
可
更
新
申

請
そ
の
他

○
労
働
者
派
遣
事
業
関
係

一
般
労
働
者
派
遣
事
業
許
可
申

請
、
特
定
労
働
者
派
遣
事
業
届

出
、
更
新
申
請
そ
の
他

○
労
働
者
供
給
事
業

労
働
組
合
法
の
労
働
組
合
、
職

員
団
体
、
労
働
組
合
の
団
体
等

が
行
う
も
の
で
す
。

軋
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
需
給
調
整
事
業
室

ＴＥＬ

０

９

６

‐
２

１

１

‐
１

７

３

１

緊
急
蔵
＝
針
出
事
業
●
一

雇
用
者
募
集

平
成

１６
年
度
緊
急
地
域
雇
用

創
出
特
別
基
金
事
業
を
活
用
し
、

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
管
内
の
加
入

電
話
番
号
及
び
、
危
険
箇
所
等
を

調
査
し
、
住
宅
電
子
地
図
上
に
プ

ロ
ッ
ト
す
る
業
務
で
す
。

な
お
、
こ
の
事
業
は
阿
蘇
広
域

消
防
本
部
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

・
緑
の

ま
ち
づ
く
り
交
流
会
に
委
託
す
る

事
業
で
、
新
規
雇
用
者
の
採
用
に

つ
い
て
は
す
べ
て
緑
の
ま
ち
づ
く

り
交
流
会
で
さ
れ
ま
す
。

○
事
業
期
間

・
雇
用
期
間

５

月

６

日

～

８

月

９

日

（６７
日
間
）

○
雇
用
人
員

・
金
額

人
員
　
６
名
（６０
歳
以
下
の
男
女
）

金
額
　
８
、
５
０
０
円

○
応
募
期
間

４
月
１
日

（木
）
～
２０
日

（火
）

○
応
募
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

・
緑
の
ま
ち
づ
く

り
交
流
会

（履
歴
書
は
郵
送
に

て
送
付
く
だ
さ
い
）

〒
８
６
０
‐０
０
５
１

熊
本
市
二
本
木
４
‐１０
‐１

ＴＥＬ

０

９

６

１
３

１

１

１
１

２

０

９

晰
０
９
６
‐３
１
１
‐１
２
０
８

●

○
応
募
資
格

失
業
者
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
そ

の
確
認
が
で
き
る
証
明
書

（写

し
可
）

○
面
接
日

応
募
者
の
面
接

。
時
間
等
に
つ

い
て
は
、
電
話
に
て
通
知
い
た

し
ま
す
。

餞
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
総
務
課

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐
３

４

‐
０

０

２

４

小
児
救
急
医
療
拠
点
病

院
に
つ
い
て

小
児
救
急
医
療
拠
点
病
院
は
、

休
日
や
夜
間
に
お
け
る
入
院
治

療
を
必
要
と
す
る
小
児
の
重
症
救

急
患
者
の
医
療
を
確
保
す
る
た
め

に
、
小
児
科
医
師
等
医
療
従
事
者

を
配
置
し
診
療
機
能
及
び
専
用
病

床
を
整
備
し
て
お
り
、
阿
蘇
圏
域

を
対
象
と
す
る
熊
本
赤
十
字
病
院

で
は
８
人
の
医
師
が
交
代
制
に
よ

り
２４
時
間
の
診
療
体
制
を
確
保
し

て
い
ま
す
。

褥
熊
本
赤
十
字
病
院

熊
本
市
長
嶺
南
２
丁
目
１
‐１

■
入
隊
者
氏
名
及
び
入
隊
先

○
嶋
田
雄

一
（津
留
・
上
町
）

航
空
自
衛
隊

防
府
南
基
地
（山
口
県
）

○
後
藤
謙
介

（色
見
・
西
丁
）

陸
上
自
衛
隊

湯
布
院
駐
屯
地
（大
分
県
）

○
住
吉
直
樹

（色
見
・
中
園
）

陸
上
自
衛
隊

湯
布
院
駐
屯
地
（大
分
県
）

平
成
１５
年
度

の
自
衛
隊
入

隊
者
壮
行
会
が
３
月
‐６
日
役

場
会

議
室

で
行

わ
れ

ま
し

た
。藤

本
町
長
や
父
兄
会
高
森

支
部
の
二
子
石
文
雄
会
長
か

ら
激
励
を
受
け
、
３
人
の
入

隊
者
は
決
意
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

■■■■■

今年のテーマは

『草部の四季』

草
部
南
部
小
学
校
で
は
、
毎
年
版
画

カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
、
今
年
で
２１
年

目
に
な
り
ま
す
。
今
年
も
３
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
の
児
童
２４
人
で
、
１２
月
か

ら
約
３
ヶ
月
か
け
て
作
り
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は

「草
部
の
四
季
」
。

四
季
折
々
の
活
動
や
行
事
の
ほ
か
、
今

年
は
子
ど
も
達

の
姿
も
入

っ
て
お
り
、

草
部
の
豊
か
な
生
活
が
感
じ
ら
れ
る
も

の
に
な
り
ま
し
た
。

２
月
２０
日
に
は
、
児
童
と
保
護
者
、

先
生
が
協
力
し
て
１
３
０
部
を
刷
り
上

げ
、
で
き
あ
が
っ
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
草
部

の

一
人
暮

ら
し

の
お

年
寄

り
や

諸
施
設
に

配
り
ま
し

た
。

持

っ

て
行

っ
た

児
童

は
、

心
待
ち
に

し

て
い
た

お
年
寄

り

に
感
謝

さ

れ
、

ふ

る

さ
と
草
部

の
良

さ
を

肌

で
感

じ

た
よ
う

で

し
た
。

●自衛隊入隊者壮行会

決意も新たに

Ｆ
●
●
輛■

■̈

　

　

　

●

　

・
・

■
■
■
■
●
●

会話に慣1腋銹輻鱚
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厖
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．
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的

に
、

毎
年

行

わ

れ
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”
　
　
　
　
　
　
昨
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一
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≡
‐
・
一
・

島

・跳
―
‥

与
■
，駐
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■
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自衛隊に3名1入隊

を

鼈

鰊
鼈籟強

轟

八

三

虔
　
．
■
掛穐
・　
●

鰺
了
．

隕
¨̈岬

■
●

Ｌ
三

よ
権
一

「
ゴ
遅
．

）
」

■
■
■
■
■
轟
彊

罐

日

苺   .予 ‐ :

‘

日
Ｉ

Ｅ

マ

圏
■
■
■
靡
魃
黎
呟

「
―
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前列左2人目から住吉君|1嶋田君、後藤君
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〉国民年全だより〈|
◆学生納付特例制度

●学生納付特例制度とは

この制度は「申請をし承認されると、20歳

以上の学生については、国民年金の保険料納

付が卒業まで猶予される」というものです。

(ただし、毎年度申請が必要で、4月 1日 より

受付開始です。印かん、在学証明等を持参して

ください)

現在の日本では、20歳以上のすべての人が、

国民年金に加入することになっています。学

生も例外ではありません。しかし、学生は一般

的に収入が少なく、保険料を自分で納めるこ

とは困難です。経済的負担を考慮し、学生向け

の特例制度が設けられています。

●適用の基準は

「学生納付特例」を受けるには、「学生本人の

前年の所得が68万円(給与収入で約 133万
円)以下である」ことが条件です。

しかし、以下の点に注意が必要です。「学生

納付特例」を受けた期間は、老齢基礎年金を受

けるための資格期間には含まれますが、受け

取る年金額の計算には算入されません。

また、10年以内ならば追納することができ

ます。年金額を満額に近づけるためにも、卒業

後には追納をしましょう。

●万―のときに備えて
学生納付特例を受けている人は、在学中事

故や病気で障害が残ってしまった場合、障害

基礎年金を受給することができます。「学生納

付特例」の申請をせず、保険料を未納にした場

合は、障害基礎年金を受けることはできませ

ん。

■お問い合わせ先は…

住民生活課国民年金係

TEL 62-1111(内 線 132)

史碁
町内の 3中学校が 3月 15日 に、 3小学校が
24日 にそれぞれ卒業式を行い、卒業生が慣れ

親しんだ校合に別れを告げ、新しい世界へと旅

立ちました。高森中学校では、校長先生から一

人ひとりに卒業証書が手渡され、最後に卒業生

全員で合唱を披露。運動会や修学旅行など、そ

れぞれの 3年間が頭に浮かんでいたことでしょ

う。式典終了後は、お世話になった先生や一緒

に学んだ友人たちと写真を撮るなど、別れを惜

しんでいました。

POETRY PAGE

畦を  一
の 倉 磨 人
蓬』か繰 じ
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的
外
れ
　
儲
け
そ
こ
ね
た
憎
い
雨

見
て
は
い
よ
　
パ
ソ
コ
ン
奴
の
か
た
ま
っ
た

的
外
れ
　
立
派
に
ボ
ケ
て
見
せ
ら
し
た

見
て
は
い
よ
　
国
会
は
空
席
ば
か
り

ど

っ
こ
い

ふ
く
れ
と
る

見
て
は
い
よ

春
の
阿
蘇

ゃ
出
来
ん
こ
つ
も
あ
る

り
見

つ
け
迫
る
嬌

る
米
の
夜
逃
げ
し
た

も
摘
ん
で
来
た

田
上
黙
公
子

松
山
キ
ヨ
子

馬
原
　
馬
笑

佐
藤
　
重
信

岡
本
　
琴
司

佐
藤
多
可
雄

林
　
　
不
忘

三
森

　

茜

堀
田
　
蘇
仙

渡
辺
　
雲
海

後
藤
　
愛
子

上
井
加
根
女

佐
楢
見
乱
坊

松
野
　
笑
声

桐
原
　
白
酔

い
よ
　
宇
宙
生
ま
れ
の
メ
ダ
カ
で
す

の
阿
蘇
　
風
も
キ
ラ
キ
ラ
光

っ
と
る

ど

っ
こ
い
　
峠
の
茶
屋
で

一
休
み

見
て
は
い
よ
　
こ
の
手
私
の
歴
史
で
す

的
外
れ
　
壮
は
読
ま
せ
ん
御
答
弁

見
て
は
い
よ
　
孫
が
テ
レ
ビ
で
踊
り
よ
る

的
外
れ
　
娘
呉
れ
で
は
無
ァ
話

卒業

新たなる旅立ち
1
だ～いすき !

バイキング給貧

●   ●

●   ●

高森保育園では、恒例のバイキング料理の給

食会が行われました。日頃は好き嫌いをなくす

ため決められたものを食べていますが、この日

ばかりは好きなものを好きなだけ食べられると

あつて、園児たちは大はしゃぎ。から揚げや卵

焼きなど、目の前に並んだおいしそうな料理を

お皿に盛り、うれしそうに食べていました。

金

機
静
蒻

『
報
ヽ
麹
曙

高森中央小学校では、PTA
の授業参観を兼ねて教育実践報

告会が行われました。昨年 4月

に開校した高森中央小学校の先

生・児童が、スポーツ面、文化

面での活躍の様子を報告しまし

た。その後、崇城大学小原守雄

教授を招いての教育講演会も行

われました。

ヽ
Л
ノ

′
日
、

、

呵
‥
‥

一
年
間
の
行
事
や

学
校
生
活
を
発
表

的
外
れ
　
案
山
子
と
は
し
特
ぐ
群
れ
雀

そ
ら
ぁ
無
理
　
屋
根
葺
く
茅
の
集
ま
ら
ん

人
影
も
な
き
裏
路
地
や
草
萌
ゆ
る

観
音
の
お
顔
汚
し
て
野
火
の
煤

雛
の
間
に
心
満
ち
た
る

一
会
か
な

夫
病
み
て
気
弱
な
事
よ
梅
の
花

可
憐
さ
も
誰
か
が
摘
ま
ん
蕗
の
と
う

時
折
り
は
火
色
も
覗
き
遠
山
火

春
ら
し
き
音
し
て
宵
の
雨
と
な
る

列
島
の
長
さ
如
実
に
花
便
り

出
合
い
あ
り
別
れ
も
あ
り
て
新
酒
酌
む

種
芋
の
芽
の
出
て
せ
か
る
る
雨
の
朝

引
く
時
の
波
音
さ
び
し
春
の
潮

名
も
知
ら
ぬ
鳥
が
後
に
畑
を
打
つ

卒
業
記
念

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

後
藤
　
信
子

浦
塚
　
南
天

弥
永
　
ふ
き

内
田
　
フ
ミ

桐
原
　
寿
子

後
藤

つ
み
子

井
村
ひ
さ
し

山
村
ふ
み
子

林
　
　
久
恵

古
庄
　
泰
子

平
田
ル
リ
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美

青
木
千
賀
子

咆
草部南部小学校の 6年生 7人

と保護者、先生が卒業記念ボラ

ンティア活動を行いました。国

道 325号 線の奥阿蘇大橋から
ループ橋までのカーブミラー磨

きとゴミ拾いを実施。あいにく

の雨模様にもかかわ らず、袋

いっぱいにゴミを集めていまし

た。きっと卒業の良い思い出に

なったことでしょう。

肥
　
後
　
狂
　
句

卯
　
月

　

（阿
蘇
御
神
火
会
）

内
~TT

■■■■■日磨

「
鮨
|1鴨二
=‖耐■

|■・■■

購 憲
=「

騨
―_・1

ノ

′
Ｑ
Ч

出

―・■

■■■.

贈

3/1民
IJ・

__■・

剪
Ｆ
Ｈ」

摘 苺 蓮

撥輩鐵
'

「

口■

L_」

■●
‐=■・ti,り、ゝ

響
:'1

痴
i■ | 碑 讐 争

■・

■■■

一す
′

饉

圏界了徊躍
‐  ‐_=  ・.ま

・

一

・

俳

　

　

句

（高
森
菜
の
花
句
会
）
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イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
国
税
の

申
告
や
納
税
が
で
き
ま
す

「春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」が

始
ま
り
ま
す

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
ご
案
内

平
成
１６
年
６
月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、

国
税
の
申
告
や
納
税
の
手
続
が
で
き
る

「国
税
電
子
申
告

・

納
税
シ
ス
テ
ム

（①
‐弓
”
ｘ
）
」
の
運
用
が
全
国
で
開
始
さ
れ

ま
す
。
利
用
で
き
る
手
続
は
、
①
所
得
税
、
法
人
税
及
び
消
費

税
の
申
告
、
②
全
税
目
の
納
税
、
③
申
請

・
届
出
等
で
す
。

利
用
さ
れ
る
方
は
、
①
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
長

に
届
出
書

（本
人
確
認
書
類
が
必
要
）
の
提
出
、
②

一
定

の
条
件
を
満
た
し
た
電
子
証
明
書
の
取
得
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

①
‐↓
”
Ｘ
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
①
‐弓
”
ｘ
に
関
す
る
ご
質
問
に
つ
い
て
は
、
全
国

ど
こ
か
ら
で
も
市
内
通
話
料
金
で
利
用
で
き
る
ヘ
ル
プ
デ

ス
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｏ

①
当
畏

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

，
一一ｏ
＼̈＼ダ
，
く
ダ
ヽヽ・①
‐一９
Ｘ
・“
［”
・∞
〇
・」０

０
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

ＴＥＬ

０

５

７

０

‐

０

１

５

９

０

１

（平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐２
２
‐０
５
５
１

税
務
相
談
室
　
■
０
９
６
７
‐２
２
‐０
５
５
９

◎
目
的こ
の
運
動
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
交
通
安
全
に
つ

い
て
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
い
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵

守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付
け
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
道
路
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け

た
県
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
取
組
み
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
ろ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

◎
期
間
４
月
６
日
（火
）
か
ら
４
月
・５
日
（木
）
ま
で
の
１０
日
間

◎
統

一
ス
ロ
ー
ガ
ン

高
齢
者
　
あ
な
た
の
マ
ナ
ー
で
防
ぐ
事
故

◎
運
動
重
点
等
及
び
推
進
項
目

◇
運
動
の
基
本

「子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」

◇
重
点
目
標

「自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
」

「シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底
」
高
森
警
察
署
　
ＴＥＬ
６
２
‐０
１
１
０

★
試
験
の
種
類

○
甲
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

○

乙
種

１
、
２
、
３
、
４
、
５
、
６

類
危
険
物
取
扱
試
験

○
丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験

★
試
験
期
日
及
び
場
所

○
平
成
１６
年
６
月
・３
日
（日
）

○
試
験
地
　
熊
本
市
・八
代
市
（会
場
は
受
験
票
に
明
示

さ
れ
ま
す
）

☆
受
験
願
書
の
受
付
期
間

○
平
成
１６
年
４
月
２２
日
（木
）
～
４
月
２８
日
（水
）

※
受
験
案
内
及
び
願
書
は
、
阿
蘇
広
域
消
防
本
部
・分
署
分

駐
所
に
て
準
備
し
ま
す
。

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
　
皿
０
９
６
７
‐
３
４
‐
０
０
２
４

南
部
分
署
　
　
　
　
　
皿
０
９
６
７
‐
６
２
‐
９
０
３
４

野
尻
草
部
分
駐
所
　
　
皿
０
９
６
７
‐
６
４
‐
０
２
１
９

阿
蘇
広
域
消
防
本
部

南
部
分
署
　
ＴＥＬ
６
２
‐
９
０
３
４

火
事

・
救
急

・
救
助
は
１
１
９
番

●   ●

●   ●

__」L二
^

昌

町
生
活
安
全
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

４
月
１
日
か
ら
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な
地
域
社
会
の
実
現

を
図
る
た
め
、
「高
森
町
生
活
安
全
条
例
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
そ
の
所
有
又
は
管

理
す
る
土
地
、
建
物
そ
の
他
の
工
作
物
を

適
正
に
管
理
し
て
町
民
の
生
活
安
全
を
確

保
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
事
業
者
等
は
、
町
が
実
施
す
る
生
活
安

全
施
策
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

（生
活
安
全
推
進
協
議
会
の
設
置
）

第
六
条
　
町
が
実
施
す
る
生
活
安
全
施
策
を

よ
り
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
高
森
町

生
活
安
全
推
進
協
議
会

（以
下

「協
議
会
」

と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
。

２
　
協
議
会
は
、
町
民
の
生
活
の
安
全
確
保

に
つ
い
て
広
く
協
議
を
行
い
、
第
３
条
第

１
項
各
号
に
掲
げ
る
施
策
に
つ
き
、
町
長

に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
協
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要

な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

（委
　
任
）

第
七
条
　
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
町
長
が
別
に
定
め
る
。

（目
　
的
）

第

一
条
　
こ
の
条
例
は
、
地
域
に
お
け
る
犯

罪
及
び
事
故
等
を
未
然
に
防
止
し
、
町
民

の
生
活
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
町
、

町
民
及
び
事
業
者
等
の
責
務
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
町
民
生
活
の
安
全
の
確

保
に
関
し
て
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
安
全
な
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

（定
　
義
）

第
二
条
　
こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当

該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一　

町
民
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
及

び
滞
在
す
る
者

二
　
事
業
者
等
　
町
内
の
事
業
所
、
商
店

等
に
お
い
て
事
業
活
動
を
行
う
者
並
び

に
町
内
に
所
在
す
る
土
地
、
建
物
そ
の

他
の
工
作
物
の
所
有
者
及
び
管
理
者

（町
の
責
務
）

第
三
条
　
町
は
、
こ
の
条
例
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
施
策
を

実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

一　

町
民
の
生
活
安
全
意
識
の
高
揚
を
図

る
た
め
の
啓
発
活
動

二
　
安
全
の
確
保
に
関
す
る
町
民
の
自
主

的
活
動
の
支
援

三
　
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
環
境

整
備

四
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
こ

の
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必

要
な
施
策

２
　
町
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
施
策
の
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
町
の
区
域
を
管
轄
す

る
警
察
署
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
関
係
機

関
及
び
関
係
団
体
と
緊
密
な
連
携
を
図
る

も
の
と
す
る
。

（町
民
の
責
務
）

第
四
条
　
町
民
は
、
相
互
扶
助
の
精
神
に
基

づ
き
、
地
域
社
会
に
お
け
る
連
帯
意
識
を

高
め
る
と
と
も
に
、
自
ら
生
活
の
安
全
確

保
及
び
地
域
の
安
全
活
動
の
推
進
に
努
め

る
も
の
と
す
る
。

２
　
町
民
は
、
町
が
実
施
す
る
生
活
安
全
施

策
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

（事
業
者
等
の
責
務
）

第
五
条
　
事
業
者
等
は
、
そ
の
事
業
活
動
を

行
う
に
当
た
っ
て
、
地
域
に
お
け
る
犯
罪
、

事
故
等
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

t!aaattttt:!tirtttttrEtrtltttt!attltrrrlrrrr!lflrtlttlattttlrttttattttlalttatratrt!rtirtttttatttllllrt{llgl{rllrlltlttlltlllt

魚里σ):テ
°t,tま膏

=鼻

133■ないようご
・
】
=竜
こだ才い!

お子さまの健やかな成長を願う鯉のぼりは、大空に雄々と泳がせたいものです。

そのため次のようなことにご注意ください。

●鯉のばりは、電線から十分に離れたところに立ててください。

●鯉のばりのポールを立てる時、倒す時は、電線にふれないよう注意してください。

●万一、鯉のばりが電線にかかつた場合は、危険ですから自分で取らずに、最寄りの営業所へご連絡くだ

さい。

5  TAKA卜 4()RI´ I・ ()ヽVlヾ -2004.o4

IL 096-293-もヽ 九電工高森営業店

響

一輔
一鸞

―



じん   けん   {ナい   はつ

覺鰺謬綺
しょう   かいひょう

平
成

１６
年
度

は

人
宇
津
留
と
夫
宇
野
尻
の
一
部
を
調
査
し
ま
す

皆
さ
ん
の
協
力
で
円
滑
な
調
査
を

《言葉と差別について》
不思議な言葉が、人の心を痛め、死に至らしめる

こともあります。
こと ば

◎つつしみたい言葉
。片手おち ・舌たらず ・△△のくせに

◎子どもに言ってはいけない言葉
なに          おそ

。あなた、何をしても、遅いのね。

のように例を少しだけあげましたが、言葉自身に
さべつせ0ヽ              つか  ばめん       さべつ
差別性はありません。使う場面により差別になるこ

とがあります。

◎一人の子 さそつてあげよう みんなでね
高森中央小学校4年 後 藤 口青 菜

◎考えよう 他人の気持ち 自分の気持ち
高森中央小学校 4年 宇 藤 直 喜

◎いやなこと 勇気をもって 伝えよう
高森中央小学校 4年 オ同 原 嘉 希

◎たくさんの 友だちいると 幸せだ
高森中央小学校 4年 石 井 李 奈

◎しょんばりと一人ばっちの子がいるよ

勇気を出して声かけてみよう

高森中央小学校 4年 藤 井 朱 里

◎けんかした すぐにかけつけ

高森中央小学校 4年 住 /ヽ

(第 6回高森町人権啓発フェスティバル啓発標語の中から)

町
で
は
、
国
土
調
査
法
に
基

づ
き
昭
和
５４
年
度
か
ら

「地
籍

調
査
」
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
高
森

・
色
見
地
区

の
全
域
と
大
字
河
原

・
大
字
尾

下
の
調
査
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
大
字
津
留
と
大
字

野
尻
の

一
部
を
調
査
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

●

地
籍
調
査
を
実
施
す
る
う
え
で

最
も
重
要
な
こ
と
が
境
界
の
確
認

作
業
で
す
。
土
地
の
所
有
者
で
あ

る
皆
さ
ん
の
協
力
な
く
し
て
は
、

こ
の
大
事
業
を
成
し
遂
げ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
町
で
は
、
毎
年

実
施
す
る
地
区
か
ら
推
進
委
員
を

選
ん
で
い
た
だ
き
、
本
事
業
を
進

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

調
査
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

土
地
所
有
者
の
皆
さ
ま
に
お
願
い

が
あ
り
ま
す
。

①
土
地
の
境
界
確
認
と
杭
う
ち

調
査
前
に
境
界
を
中
心
に
１
・
５

メ
ー
ト
ル
幅
内
の
竹
木
伐
採
や
草

刈
り
を
行
い
、
測
量
が
し
や
す
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
当
日
は
、
隣
接
所
有
者
と

立
会
確
認
の
う
え
、
筆
界
杭
を
曲

が
り
角
に
し
っ
か
り
打
ち
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

②

一
筆
調
査
に
は
必
ず

立
ち
会

い
を

隣
接
所
有
者
と
の
話
し
合
い
が

つ
か
ず
境
界
が
決
定
し
な
い
場
合

は
、
筆
界
未
定
地
と
し
て
処
理
さ

れ
る
た
め
、
調
査
完
了
後
は
個
人

の
費
用
で
測
量
を
行
い
境
界
を
決

定
し
て
、
登
記
所
に
申
請
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

円
滑
な
調
査
を
進
め
る
た
め
に

も
、　
一
筆
調
査
の
立
ち
会
い
に
は

ぜ
ひ
ご
協
力
下
さ
い
。
当
日
、
本

人
が
立
会
い
で
き
な
い
場
合
は
委

任
状
を
提
出
の
う
え
、
代
理
人
の

立
会
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
地
区
説
明
会

②

一
筆
地
調
査

（杭
打
ち
）

③
測
量

④
面
積
測
定

⑤
地
籍
簿

・
地
籍
図
の
作
成

⑥
本
閲
覧

⑦
知
事
の
認
証

③
登
記
所
送
付

※
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
く

の
は
①
②
⑥

で
す
。
そ
の
都

度
、
ご
通
知
い
た
し
ま
す
。

※
①

か
ら
③
ま
で
に
約
２
年
か

か
り
ま
す
。

鰤
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
　
地
籍
調
査
係

ＴＥＬ

６

２

‐

１

１

１

１

（内
線
１
１
７
・
１
１
８
）

。お兄ちゃんは…
くん  ま

。△△君に負けた
なん

。△△ちゃんは何

・うるさいわね、

っとできたわよ。

だめよ。

?あなたは ?

、いそがしいのよ。

も

う

占

い1
ノ、
7

●

◎今年度の調査地区

大字津留の

境ノ谷、妙見、後山、論田、丸塚、

奥赤岩、 中ノ原、上津留山
大字野尻の

小津留尾立、畑、石湯ノ本、後田、

長迫、 札峠、板伏、石原、野尻
※ 338平方キロメートルを調査する予定です。

差
しヽ だ

′ヾ
`,                

こと |ま            き          りヽと

別というと、言葉ばかり気にする人がいます。

無駄なことです。
さ ´` つ́                こころ

差別は、それぞれの心にあるのです。

言葉は、その人のもつ差別心を写し出す鏡にしか過
・

ぎません。言葉づかいを気にするのではなく、まず、

「人権とは何か」を考えることが大切です。

もちろん、日常生活で使ってはいけない言葉もあ
|ヽ       ひと  たちば   た      ・

ります。でも、それは、言われた人の立場に立 って :

考えれば、勉強しなくても分かることです。

り

華

菫肝卿̈　士ロ

●   ●

′
０

久

(果

平成 16年度に行われる調査区域

1.免許証の住所が高森警察署管内で、当協会の会員 (協会費を納めている人)で あること。
2.原付以上の運転免許保有者で運転経験の期間が本年 6月 末日で10年、20年、30年及び40年
を経過していること。
3.運転期間内に、交通事故を起こし又は交通法令に違反して、行政処分もしくは刑事上の処分
を受けたことのない者。

ただし、反則行為で 3年間を経過した者は除く。
4.20年、30年及び40年表彰上申については、厳格な審査を行います。
(例年重複上申があります。各表彰は、それぞれ 1回のみとなります)

《お願い》
※申請は、 5月 31日 (月 曜日・期日厳守)ま でに高森警察署内の協会事務局へ印かん持参でお
越しください。

永年無事故表彰上申のお知らせ
永年無事故運転者の表彰が、本年も秋の全国交通安全運動期間中に行われます。
該当される方は1次の事項を熟読のうえ申し出てください。

■お問い合わせ先 交通安全協会事務局 担当 :三井、山崎 TEL 62-0110(内 線 441)
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レンコンのどまま61し
□材料 (5人分 )
レンコン 500g、 赤唐

辛子 1本、酒大さじ 2、

濃回しようゆ大さじ 2、

砂糖大さじ 1、 ごま油

大さじ 1/2、 すりごま

大さじ 1/2

□作り方
①レンコンは皮をむいて水にさらし、アクをと

る。赤唐辛子は種をとり、小日切りにする。

②レンコンは縦半分に切り、大きめの輪切りに

する。

③中華鍋にごま油を熱して、レンコンを炒める。

そこに赤唐辛子、酒、濃口しょうゆ、砂糖を

加え、火を止めすりごまを混ぜる。

〃

〇

食物繊維は、腸の中で水分を吸収してふくらみ、

便のカサを増や して便通をよ くします。さ らに、

栄養素の吸収をある程度抑えるため、食後の血糖

値上昇を抑えるなど、糖尿病を予防する効果があ

ることでも注目されています。

お腹が張って、オナラがよく出るなどの症状が

出たら不足している証拠です。

食物繊維を多く含む食品
こんにゃく、寒天、キクラゲ、ひじき、干ししいたけ、

わかめ、のり、昆布、ごぼう、イモ類、野菜類等

便秘を予防しよう

（総
務
課
地
籍
調
査
係
）

■
水
資
源
対
策
課

▽
維
持
管

理
係
　
高
崎
康
誌

（保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係
）

■
草
部
出
張
所

▽
草
部
出
張
所
長
　
岩
下
生
人

（教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

■
議
会
事
務
局

▽
議
会
事
務
局
次
長
兼
庶
務
係

長
　
古
庄
良

一
（住
民
生
活
課
長

補
佐
兼
同
和
対
策
係
長
）

■
教
育
委
員
会
事
務
局

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
長
　
廣

木
富
八
（農
林
振
興
課
長
）

■
農
業
委
員
会
事
務
局

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
長
　
二

子
石
衛

（草
部
出
張
所
長
）

■
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

▽
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ア
グ
リ
セ
ン

タ
ー
長
　
杉
田
則
秋
（保
健
福
祉
課

長
補
佐
兼
介
護
保
険
係
長
）
▽
オ
ー

ガ

ニ
ッ
ク
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
次

長
　
安
藤
吉
孝
（農
林
振
興
課
有
機

農
業
推
進
係
長
）

■
草
部
保
育
園

▽
保
育
士
　
伊
藤
貴
美
恵
（色
見

保
育
園
）

■
色
見
保
育
園

▽
保
育
士
　
岩
下
通
江
（保
健
福

祉
課
福
祉
係
）

■
野
尻
保
育
園

▽
給
食
調
理
員
　
野
尻
秀
子

（色
見
保
育
園
）

※
（　
）
は
旧
係

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ル
エ
ン
ザ
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

細
菌
や
寄
生
虫
を
持

っ
て
い
た
り

し
ま
す
。
野
鳥
が
死
ん
だ
場
合
に

は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
け
で

な
く
、
こ
う
し
た
細
菌
や
寄
生
虫

が
人
の
体
に
感
染
す
る
こ
と
を
防

止
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

野
鳥
が
死
ん
で
い
る
の
を
見

つ
け
た
場
合
に
は
、
細
菌
や
寄
生

虫
に
感
染
し
な
い
よ
う
、
死
亡
し

た
鳥
を
素
手
で
触
ら
ず
に
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
て
き
ち
ん
と
封
を
し

て
廃
棄
物
と
し
て
処
分
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合

に
は
、
す
ぐ
に
相
談
し
て
い
た
だ

く
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
不
安
な
場
合
に
は
、
役
場
、

獣
医
師
、
家
畜
保
健
衛
生
所
又
は

保
健
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

万

一
、
野
鳥
が
密
集
し
て
死
ん

で
い
る
場
合
に
は
、
毒
物
な
ど
を

食
べ
て
死
亡
し
た
こ
と
も
疑
わ
れ

ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
、
事
件
の

可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
警
察
、

家
畜
保
健
衛
生
所
又
は
保
健
所
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

靡
不
明
な
点
に
つ
い
て
の
ご
質

問
、
異
常
な
鳥
を
発
見
し
た
場

△
口
時い
・‥

熊
本
県
阿
蘇
家
畜
保
健
衛
生
所

■
０
９
６
７
‐
２
２
‐
０
０
４
１

町
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
職

員
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

■
総
務
課

▽
電
算
係
長
　
野
尻
光
也
（水
資

源
対
策
課
維
持
管
理
係
）
▽
地
籍
調

査
係
　
今
村
親
助
（税
務
課
固
定
資

産
税
係
）
▽
財
産
管
理
係
　
堀
田

美
幸
（草
部
保
育
園
）

■
保
健
福
祉
課

▽
保
健
福
祉
課
長
　
佐
伯
秀
和

（監
査
委
員
事
務
局
長
）
▽
保
健
福

祉
課
長
補
佐
兼
介
護
保
険
係
長

岩
下
公
治
（総
務
課
電
算
係
長
）

▽
福
祉
係
　
荒
牧
久
（商
工
観
光

課
商
工
観
光
係
）

竹
原
美
和
子

（野
尻
保
育
園
）
▽
保
健
推
進
係

高
木
尚
佳
（新
規
採
用
）

馬
原
孝

平
（新
規
採
用
）

■
住
民
生
活
課

▽
住
民
生
活
課
長
補
佐
兼
戸
籍

住
民
係
長
　
白
石

一
弘
（住
民
生

活
課
戸
籍
住
民
係
長
）
▽
同
和
対

策
係
長
　
佐
藤
幸

一
（議
会
事
務

局
庶
務
係
長
）

■
税
務
課

▽
町
民
税
係
　
緒
方
久
哉
（保
健

福
祉
課
福
祉
係
）
▽
固
定
資
産
税
係

芹
口
孝
直
薪
規
採
用
）

■
農
林
振
興
課

▽
農
林
振
興
課
長
　
岩
下
光
廣

（保
健
福
祉
課
長
）

■
商
工
観
光
課

▽
商
工
観
光
係
　
古
澤
要
介

▲      ▲
■ ■ |   ■ ■
¬ |「   
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新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
た
な
生
活
を
迎
え

ら
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
気
持
ち
よ

く
元
気
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
「快
食
・快
眠
・快
便
」
が

ひ
と
つ
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
リ

ズ
ム
が
変
わ
る
こ
と
で
不
規
則
に
な
り
や
す
い
の
が
排
便

で
、
こ
れ
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
が
睡
眠
や
食
事
で
す
。
お
互

い
に
影
響
し
あ

っ
て
体
調
を
整
え
て
い
ま
す
。

◆
食
物
の
ゆ
く
え

食
物
は
、
ま
ず
国
の
中
で
小
さ
く
口歯
み
砕
か
れ
、
だ
液

と
混
じ
り
消
化
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
次
に
胃
に
送
ら
れ
、

さ
ら
に
消
化
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
胃
の
中
は
、

ほ
ぼ
４
時
間
で
空
に
な
り
ま
す
が
、
高
脂
肪
食
だ
と
６

時
間
以
上
か
か
り
ま
す
。
そ
の
後
、
小
腸
に
送
ら
れ
消

化
吸
収
さ
れ
て
大
腸

へ
と
到
着
し
ま
す
。
大
腸
内
に
は
、

１２
時
間
か
ら
２４
時
間
以
上
と
ど
ま
り
排
せ
つ
さ
れ
る
仕

組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。
大
腸
は
、
食
事
中
ま
た
は
食

後
、
食
物
が
胃
や
小
腸
を
満
た
す
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

動
き
始
め
内
容
物
を
進
め
ま
す
。
粥
状
の
食
物
残
さ
が
、

大
腸
を
進
ん
で
い
る
間
に
水
分
が
吸
収
さ
れ
、
ち
ょ
う

ど
い
い
硬
さ
に
な
り
出
番
を
待
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
排
便
の
仕
組
み
が
ス
ム
ー
ズ
に
働
く
た
め

に
、
食
物
繊
維
が
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
食
物
繊
維
は
、

大
腸
の
収
縮
力
を
増
し
、
便
を
柔
ら
か
く
し
ま
す
。
便

秘
解
消
に
野
菜
を
た
く
さ
ん
取
り
ま
し
ょ
う
と
言
わ
れ

る
ゆ
え
ん
で
す
。

保
健
師
か
ら
あ
な
た

へ
の

偏
備
排
便
習
慣
を
考
え
る

飼

っ
て
い
る
鳥
が

死
ん
で
し
ま
っ
た
場
合

◆

便

通

を

整

え

る

た

め

に

お
も
に
、
夜
寝
て
い
る
間
に
便
は
作
ら
れ
、
朝
に
出

番
を
待

っ
て
い
ま
す
。
便
意
を
催
し
て
も
我
慢
す
る
と
、

そ
の
意
識
は
忘
れ
停
滞
時
間
が
長
く
な
り
ま
す
。
こ
う

な
る
と
水
分
を
吸
収
し
、
硬
く
な

っ
て
出
に
く
く
な
り

ま
す
。
特
に
心
配
な
病
気
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
便
通

が
順
調
で
な
い
と
き
は
、
生
活
習
慣
が
悪
影
響
を
与
え

て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

○
食
事
時
間
は
規
則
正
し
く
取
り
ま
し
よ
う
。

○
水
分

・
食
物
繊
維
を
た

っ
ぶ
り
取
り
ま
し
ょ
う
。

○
排
便
習
慣
を
つ
け
ま
し
よ
う
。

最
も
便
意
を
催
し
や
す
い
の
は
、
朝
食
後
１
時
間

く
ら
い
で
す
。
こ
の
と
き
に
ト
イ
レ
に
行
き
、
排
便

を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
睡
眠
を
た

っ
ぷ
り
と
り
ま
し
よ
う
。

睡
眠
不
足
に
な
る
と
、
夜
ゆ

っ
く
り
便
を
作
る
時

間
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ
る

と
自
律
神
経
が
乱
れ
、
ス
ム
ー
ズ
に
腸
が
動
か
な
く

な
り
ま
す
。

○
体
を
動
か
し
ま
し
よ
う
。

腹
筋
を
使
う
こ
と
は
、
腸
に
刺
激
を
与
え
ま
す
。

◆
気
分
よ
く
楽
し
い
１
日
を
ス
タ
ー
ト
し

ま

し

よ
う

！

便
は
、
私
た
ち
の
か
ら
だ
の
中
で
不
要
に
な

っ
た
も

の
で
、
便
意
を
催
し
た
ら
早
く
出
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
朝
か
ら
慌
た
だ
し
く
時
間
を
過
ご
す
と
排
便

の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
し
て
し
ま
い
ま
す
。
睡
眠

・
朝
食
の

習
慣
を
今

一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
す

っ
き
り
と
し
た
気

分
で
１
日
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
よ
う
。

●   ●

国
内
で
７９
年
ぶ
り
に

「高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
」
が
発
生
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
発
生
し
た
か

ら
と
い

っ
て
、
す
ぐ
に
家
庭
等
で
飼
育
し
て
い
る
鳥

が
感
染
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

清
潔
な
状
態
で
飼
育
し
て
、
ウ
イ
ル
ス
を
運
ん
で

く
る
可
能
性
が
あ
る
野
鳥
が
近
く
に
来
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
鳥
の
排
せ
つ
物
に
触
れ
た

後
に
は
手
洗
い
と
う
が
い
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

飼
育
中
の
鳥
を
野
山
に
放
し
た
り
、
処
分
す
る
よ

う
な
こ
と
は
せ
ず
、
冷
静
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

が
連
続
し
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
と

い
う
場
合
に
は
、
そ
の
鳥
に
素
手

で
触

っ
た
り
、
土
に
埋
め
た
り
せ

ず
、
な
る
べ
く
早
く
、
お
近
く
の

獣
医
師
、
家
畜
保
健
衛
生
所
又
は

保
健
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

鳥
は
生
き
物
で
す
か
ら
、
人
と

同
じ
よ
う
に
い
つ
か
は
死
ん
で
し

ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
原
因

も
さ
ま
ざ
ま
で
す
か
ら
、
鳥
が
死

ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
疑
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
っ
た
鳥
は
、
次
々
に
死
ん

で
い
く
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
原
因
が
分
か
ら
な

い
ま
ま
、
鳥
が
次
々
に
連
続
し
て

死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
な

い
限
り
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

原
因
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
鳥

野
鳥
も
飼
わ
れ
て
い
る
鳥
と
同

じ
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で

死
亡
し
ま
す
。
飼
わ
れ
て
い
る
鳥

と
違

っ
て
、
エ
サ
が
取
れ
ず
に
衰

弱
し
た
り
、
環
境
の
変
化
に
耐
え

ら
れ
ず
に
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
野
鳥
は
、
鳥
イ
ン
フ

異

動

1
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る
の
を
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け
た
場
合



1晦訓 テイサービスセンターに
新
たに

"が

加わりました

岩
下
　
亜
耶
（高
森
中
央
小
学
校
）

前
村
　
渚
紗
（草
部
南
部
小
学
校
）

岩
下
　
美
紅
（高
森
中
央
小
学
校
）

大
寺
　
真
未
（高
森
中
央
小
学
校
）

後
藤
ち
ひ
ろ
（高
森
中
学
校
）

【入
選
】

高
倉
　
優
希
（高
森
中
央
小
学
校
）

桐
原
　
彩
音
（高
森
中
央
小
学
校
）

佐
伯
　
　
栞
（高
森
中
央
小
学
校
）

【金
賞
】

芹
口

【銀
賞
】

勇
喜
（草
部
南
部
小
学
校
）

幸
野
　
美
咲
（草
部
南
部
小
学
校
）

山
村
美
紀
子
（高
森
中
央
小
学
校
）

【銅
賞
】

立
山
宗

丁
郎
（高
森
中
央
小
学
校
）

都
　
　
恵
輔
（草
部
南
部
小
学
校
）

【努
力
賞
】

住
士
口
　
光
樹
（高
森
中
央
小
学
校
）

●

マ
ス
の
頃
、
鉢
植
え

楽
し
む
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
が
、
３

メ
ー
ト
ル
位
に
も
伸
び
、
真
紅
の

大
き
な
葉
が
、
台
湾
櫻
の
花
を
消

し
て
い
ま
す
。

日
本

が
、

５０
年

も
支
配
統
治

し
た
台
湾
。
戦
後
の
歴
史
教
育
に

育

っ
た
私
達

は
、

異
民
族

に
よ

る
支
配
と
は
、
搾
取
と
、
弾
圧
で

あ
り
、
人
間
と
し
て
の
熱
い
血
な

ど
、
あ
り
え
な
い
と
思

っ
て
い
ま

し
た
。
台
湾
中
部
の
農
村
に
行

っ
た
時

の
こ
と
で
し
た
。
険
し
い
山
岳
地

帯
の

一
角
に
、
日
本
そ
の
も
の
の

神
社
が
残

っ
て
い
ま
し
た
。
か
つ

て
は
、
台
湾
各
地
に
設
け
ら
れ
た

神
社
は
、
日
本
の
敗
戦
、
そ
の
後

に
訪
れ
る
中
華
民
国
に
よ

っ
て
、

撤
去
破
壊
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

神
社
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る

と
は
、
極
め
て
希
で
す
が
、
周
辺

に
は
、
樹
齢
数
千
年
の
檜
を
囲
む

■
ご
賛

同

い
た
だ

い
た
方

々

○
竹
と
ん
ぼ
　
瀬
口
重
人
　
○
紙
細
工

谷
川
守
　
○
折
り
紙
　
川
津
緑

○
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

・
パ
ン
作
り
　
菅
原

幸
江
　
○
山
菜
料
理
　
甲
斐
か
つ
よ

○
散
策
マ
ッ
プ
作
り
　
國
友
な
お
み

○
押
し
花
　
林
ヒ
サ
エ
　
○
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
　
宇
藤
康
博
　
○
バ
レ
ー
人

形
　
安
方
司
　
○
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト

平
盛
恵
美
子
　
○
尺
八
作
り
　
利
道
則

行
　
○
ひ
ょ
う
た
ん

・
書
道
　
安
藤
幸

之
　
○
草
木
染
め

・
陶
芸
　
甲
斐
世
紀

○
皮
工
芸
　
山
田
良
血
（　
○
技
能
士

宇
藤
晴
幸
　
○
陶
器
絵
付
け
　
能
美

周
治
　
○
陶
芸
　
能
美
優
子
、
堤
梅
香

○
か
ず
ら
工
芸
　
三
森
由
味
子
　
○

木
工
　
相
馬
忠
幸
　
○
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

佐
藤
次
信
　
○
わ
ら
工
芸
　
中
川
國

廣
、
荒
牧
辰
雄
、
草
村
利
民
　
○
育
林

井
上
敬
雄
　
○
炭
焼
き
　
吉
良
山
友

二
　
〇
ら
く
が
ん
作
り
　
桐
原
勢
紀

○
そ
ば
打
ち
　
本
田
美
佐
子
　
○
家
具

製
作
　
瀬
田
博
　
○

へ
び
抜
け
殻
細
工

甲
斐
末
久
　
○
組
み
紐
　
岩
下
辰
子

○
バ
ン
ブ
ー
ア
ー
ト
　
七
谷
亜
紀
彦

○
弓
道
　
岩
下
晴
男
、
後
藤
元
男

○
柔
道
　
荒
牧
久
　
○
剣
道
　
安
方
含

○
居
合

い
抜
き
　
堤
猪

一
郎
　
○

よ
う
に
、
吉
野
の
櫻
が
咲
い
て
い

ま
し
た
。

台
湾
を
故
郷
と
思
い
、

こ
の

地
に
眠
る
日
本
人
農
業
技
師
の
話

を
、
聞
き
ま
し
た
。
水
路
を
開

き
、
親
子
二
代
に
わ
た
り
、
台
湾

中
部
を

一
大
農
業
生
産
地
に
し
た

日
本
人
の
家
族
。
そ
こ
に
は
、
支

配
者
と
し
て
の
日
本
人
で
は
な

く
、
台
湾
同
胞
と
し
て
生
き
た
日

本
人
が
い
ま
し
た
。
今
で
も
、
愛

さ
れ
て
い
る
あ
の
日
本
人
家
族
の

た
め
に
、
人
々
は
日
本
統
治
時
代

の
遺
物
と
さ
れ
る
も
の
を
、
当
時

強
権
的
台
湾
政
府
に
よ
る
、
遺
物

撤
去
令
に
立
ち
向
か
い
残
し
た
、

あ
の
不
屈
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
あ
の

時
代
に
日
本
人
が
ど
の
様
に
生
き

た
か
。
慕
わ
れ
る
、
そ
れ
は
、
異

民
族
支
配
と
か
、
植
民
地
統
治
な

ど
の
言
葉
が
意
味
を
な
さ
な
い
、

あ
ま
り
に
も
胸
を
打
つ
事
実
と
し

て
、
私
を
覆
い
ま
し
た
。

当
時
を
語
る
古
老
は
、
豊
年
祭

と
い
っ
て
、
日
本
か
ら
、
神
楽
と

か
、
太
鼓
を
招
き
お
祭
り
を
し
ま

し
た
。
と
て
も
平
和
な
時
代
で
し

た
。
し
か
し
戦
争
が
激
し
く
な
る

と
、
台
湾
人
も
召
集
さ
れ
、
南
方

戦
線
か
ら
、
中
国
大
陸

へ
、
赴
き

ま
し
た
。
台
湾
各
地
の
神
社
を
参

拝
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
時
見
た
神
楽

サ
イ
ク
リ
ン
グ
　
溜
渕
靖
人
　
〇
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル

・
古
墳

・
史
跡

・
芽
葺
き

本
田
生

一　

〇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

山
村
紘
司
　
○
テ
ニ
ス

・
あ
そ
和
楽

矢
野
貴
政
　
○
少
林
寺
拳
法
　
佐
藤
和

也
　
○
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
古
庄
良

一

〇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　
長
尾
和
博
　
○
イ

ベ
ン
ト
　
甲
斐
節
男
　
○
イ
ベ
ン
ト
司

会
　
井
佐
織
　
○
マ
ジ
ッ
ク
　
後
藤
武

○
パ
ソ
コ
ン
　
自
石

一
弘
　
○

ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル
　
村
上
正
誠
　
○
フ
リ
ス

ビ
ー
ド
ッ
グ
　
今
村
英
喜
　
○
舞
踊

本
田
訓
子
　
○
詩
吟
　
岩
下
京
子
　
○

野
鳥

・
自
然
案
内
　
後
藤
秀
徳
　
○
陶

芸

・
絵
画

・
尺
八
　
武
田
幸
之
助
　
○

活
け
花
　
岩
下
扶
美
子
、
水
野
レ
イ
子
、

馬
原
要
子
　
○
写
真

・
撮
影
会
　
楢
木

野
徳
繁
　
○
囲
碁

・
海
釣
り
　
緒
方
秋

男
　
○
百
人

一
首

・
か
る
た

・
琴
　
爾

永
富
紀
　
○
古
布
リ
メ
イ
ク
　
米
村
忠

子
　
○
ス
ペ
イ
ン
語

・
川
柳

・
ハ
ー
モ

ニ
カ
　
森
レ
イ
子
　
○
絵
画

（洋
画
）

佐
竹
富
保
　
○
イ
ラ
ス
ト
　
高
崎

康
誌
　
○
山
野
草

・
歴
史
　
山
村
将
護

〇
英
語
　
山
村
真
市
　
○
読
み
聞
か

せ

・
絵
本
　
後
藤
良
子
　
○
読
み
聞
か

せ
　
田
尻
美
鈴
　
○
書
道
　
児
玉
邦
男

○
古
文
書
解
読
　
松
野
清
　
○
俳
句

●

は
と
で
も
苦
痛
で
し
た
。

日
本
語
の
台
湾
教
育
は
、
日
本

を
否
定
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
日
本
の
伝
統
文
化
は
、
侵

略
と
同
視
さ
れ
て
も
き
ま
し
た
。

私
は
、
青
年
時
代
を
ア
ジ
ア

の
国
々
で
過
ご
し
ま
し
た
。
時

代
は
、　
一
党
独
裁
の
政
治
下
、
後

に
動
乱
の
文
化
大
革
命
と
評
さ
れ

た
、
赤
旗
は
た
め
く
中
国
。
そ
し

て
泥
沼
の
様
相
を
呈
し
て
き
た
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争

の
中
に
い
ま
し

た
。
私
達
の
国
は
、
平
和
と
い
う

多
様
な
価
値
観
の
中
で
、
学
生
を

中
心
と
し
て
、
社
会
主
義
の
国
々

へ
憧
れ
を
抱
い
た
時
代
で
も
あ
り

ま
し
た
。

避
け
て
通
れ
な
か

っ
た
、
逃
げ

る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
、
ア
ジ

ア
で
暮
ら
し
た
日
々
で
の
、
日
本

と
侵
略
戦
争
。
様
々
な
出
会
い
の

異
国
に
て
、　
一
つ
の
確
信
を
得
ま

し
た
。
か
つ
て

一
生
懸
命
に
生
き

た
日
本
人
が
い
ま
し
た
。
そ
の
日

本
人
の
心
を
育
て
た
風
土
は
、
大

自
然

へ
の
感
謝
で
あ
り
ま
し
た
。

日
本
が
大
き
く
関
わ

っ
た
ア
ジ
ア

の
国
々
で
、
私
達
の
故
郷
の
伝
統

芸
能
を
披
露
し
た
い
。
そ
の
時
そ

う
思
い
ま
し
た
。

１８
年

も
過
ぎ

た
、

風
鎮
太
鼓

最
初
の
海
外
公
演
。
今
で
も
鮮
や

山
村
文
子
　
○
茶
道
　
藤
野
イ
ク

○
手
話
　
山
下
朋
幸
　
○
コ
ー
ラ
ス

堤
峰
子
　
○
音
楽
全
般
　
岩
下
公
治

○
バ
ン
ド
　
Ｆ
Ｆ
Ｂ
　
Ｏ
音
響
　
後
藤

秀
希
　
○
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
　
自
根
亀

久
夫
　
○
大
正
琴
　
山
村
チ
マ
　
○
高

森
寮
　
手
島
清
士
　
○
高
森
郵
便
局

青
木
征
弘
　
○
熊
本
県
信
用
組
合
　
渡

辺
久
男
　
○
連
合
婦
人
会
　
本
田
美
智

子
　
○
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
岩
下
昭

伯
　
○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
　
斉
藤
満

男★
ご
賛
同
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

な
お
、
左
記
に
よ
り
、
同
会

の

今
後
の
運
営
方
法
な
ど
皆
さ
ま
の

ご
意
見
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
右
記
以
外
の
方
々
も
多
数

出
席
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
４
月
１７
日

（土
）

午
後
１
時
～

場
所
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

は
お
問
い
合
わ
せ
先

斉
藤
満
男
　
ＴＥＬ
６
２
‐
２
２
３
６

か
に
覚
え
て
い
ま
す
。
公
演
終
了

を
待
ち
わ
び
る
よ
う
に
観
客
が
ス

テ
ー
ジ
に
か
け
の
ぼ
り
、
奏
者
に

握
手
と
サ
イ
ン
を
求
め
、
あ
ま
り

の
サ
イ
ン
の
多
さ
に
、
手
首
の
痛

さ
か
ら
中
断
し
た
あ
の
出
来
事
。

感
動
が
、
高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡

協
議
会
を
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

櫻
の
花
が
、
無
風
状
態
で
舞
う

そ
の
速
度
は
、
秒
速
５０
セ
ン
チ
で

あ
る
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
私
達
が

櫻
を
愛
で
る
。
千
本
櫻
に
多
く
の

お
客
様
が
訪
れ
る
。
ゆ
っ
た
り
と

舞
わ
れ
る
伝
統
芸
能
が
、
櫻
の
花

の
下
で
は
最
も
似
合
う
と
思
う
そ

れ
は
、
私
達
の
心
の
中
に
眠
る
、

日
本
の
時
間
で
し
ょ
う
。

秒
速
５０
セ
ン
チ
の
速
度
と
は
、

日
本
の
風
土
が
育
て
た
、
私
達
の

心
の
速
度
で
あ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
心
の
速
度
と
は
、
相

手
を
思
い
、
自
ら
を
振
り
返
る
に

足
り
う
る
速
度
で
あ
る
そ
う
で
あ

り
ま
す
。

今
日
の
社
会
に
お
い
て
、
私
達

は
心
の
速
度
を
忘
れ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
櫻
を
愛
で
る
そ
の
心

は
、
日
本
の
心
を
取
り
戻
そ
う
と

す
る
、
そ
し
て
私
達
が
歩
も
う
と

す
る
、
伝
統
芸
能
の
心
で
あ
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ヽ
一

，
´

往ヽ

，
ル
■
　
〕
ノ

■
目
一田
口
開
□
□
当̈
一因
目
園
ロ
ロ
扁
■
■
■

今
で
も
、
日
本

の
櫻
が
咲
い

て
い
ま
す
。
常
夏
の
島
と
は
い

来
種

の
台
湾
櫻
は
、
紅
色

ま
す
。
台
湾
に

一く
頃
に
は
、
私

え
、
２
月
の
台
湾

に
け
む
る
、
風
鎮

の
衣
装
で
は
、
肌
太寒
さ
を
越

季
節
で
し
た
。
も
う
１８
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
風
鎮
太
鼓
が
は
じ
め
て

海
を
越
え
た
海
外
公
演
。
音
響
か

ら
、　
一
切
を
持
ち
込
み
ま
し
た
。

資
金
は
な
く
、
あ
る
の
は
、
熱
い

思
い
だ
け
。
照
明
と
言

っ
て
も
、

建
設
業
を
営
む
仲
間
か
ら
借
り

た
、
工
事
用
照
明
。
音
響
は
、
家

庭
用
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
を
持
ち
込

み
ま
し
た
。
電
圧
の
違
い
か
ら
、

加
熱
す
る
電
気
コ
ー
ド
を
、
そ
の

度
に
絶
縁
テ
ー
プ
を
巻
き
補
強
。

昼
夜
２
回
の
公
演
が
終
わ
っ
た
時

に
は
、
コ
ー
ド
は
ち
ぎ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

２
月
の
台
湾
に
は
、
吉
野
の
櫻

が
咲
き
ま
す
。
櫻
の
花
が
咲
く
頃
、

車
座
に
な
っ
て
酒
を
酌
み
交
わ
し

ま
し
た
よ
。
老
台
湾
紳
士
の
語
る
、

記
憶
か
ら
遠
ざ
か
ろ
う
と
し
て
い

る
、
日
本
の
植
民
地
統
治
の
時
代
。

この度、日本財団 2003年度「福祉車両助成」
事業の助成金交付を受け、梅香苑デイサービ

スセンターの送迎車両に新たに車が加わりま

した。この車両は、定員 10名で内 2名分が

車椅子に座ったまま乗車できます。これから

もたくさんの方のご利用を、職員一同お待ち

いたしております。

・
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、

手

ノ

ヽ
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・

仏
蜆
碁
れ
嶋
の
ヾ．Ｊ●

●

あ
な
た
の
世
界
を

炒
昧

・
特
技
ネ
ッ
ト
ワ
ー
タ

広げ
ま
せんか
？
手
を
つ
な
ご
う
会
（仮
〕

こ
の
会
は
、
趣
味

・
特
技
を
お
持
ち
の
方
々
が
手
を
つ
な
ぎ
あ
い
、

助
け
合

っ
て
、
そ
の
趣
味

・
特
技
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
々
の
門
戸
を

開
い
て
、
明
る
く
、
元
気
な
町
づ
く
り
に
し
よ
う
と
考
え
発
案
し
ま
し
た
。

●
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熊本市方面からの列車接続

15:06【南鉄・高森駅着】 17:39【南鉄・高森駅着】

抜き取つてご利用されると便利です !
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熊本市方面からの列車接続
10:14【南鉄。高森駅着】 14:04【南鉄・高森駅着】
16:07【南鉄・高森駅着】
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4月 1日 から福祉バス・路線バスが廃止・変更され、「町民バス」の運行が開始さ

れました。

町民バスヘ移行したことにより、路線バス・福祉バスをご利用の皆様には大変ご

迷惑をおかけしますが、利用者の少ない現状においてバス運行を維持していくため

の方策ですので、 ご理解いただき、よリー層ご利用いただきますようお願いします。
なお、これに伴い路線バスは次のように変わりました。

○町民バス… 8路線 (時刻表掲載のとおり)

○継続路線…産交観光バス (垂玉線)、 熊北産交バス (大津中央線、馬見原線、長陽

線)、 宮崎交通 (津留・河内線)

○変更路線…竹田交通 (津留～竹田間)※時刻表は 10ページ掲載
※町外・観光客の方もご利用できます。

※乗車料金!ま全区間統一しており、身体障害者の方々等への特別料金の設定は行つ

ておりません。

※お持ちの回数券については、 4月末日まで利用することができます。

乗車料金

大人 (中学生以上 )
‐・・・‐・・・・・・・・・・200円

子供 (小学生 )
・・・・・・・・・・・・・・・100円

小学生未満
………………無 料
※同一路線であ れ

|よ どこまで乗っ
ても料金は変わ
りません。

河原線
週 2日 (月・木)、 1日 3便運行

高森環状線

色見環状線 (色見経由)
毎日、 1日 4便運行

色見環状線 (温泉館経由)

町民バス停留所 町民バス停留所
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麟庭養観光パスて株,高森営業所車01を0515ヌ 1ま t役場企画財政謀菫6´1111(内線211)にお尋ねください。

毎日、 1日 4便運行

ロロロロ

1便 2便 3便 4便 1便 2便 3便 4便

週 2日 (火・金 )、 1日 3便運行

町民パス停留所 1便 2便 3便
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熊本市方面からの列車接続 : 高森温泉館からの接続
13:24【南鉄・高森駅着】i13:25【色見環状線・高森中央着】
16:07【 南鉄・高森駅着】:16:05【色見環状線,高森中央着】
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熊本市方面からの列車接続

13:24【南鉄・高森駅着】
16:07【南鉄・高森駅着】

高森温泉館からの接続

13:25【色見環状線・高森中央着】
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熊本市方面からの列車接続
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10:32【南鉄・高森駅発】
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